


















































The 113th Annual Meeting of the Japanese Dermatological Association
会頭　岩 月 啓 氏（岡山大学大学院医歯薬学総合研究科　皮膚科学）


















５. AGORA for Asian Dermatologists
　アジアにおける日本皮膚科学会の役割とい





（Eastern Asia Dermatology Congress），ADC
（Asian Dermatological Congress），DCDD
（Diploma Course in Dermatology and 
Dermatosurgery）や ILDS（International 































Richard L. Gallo 教授（土肥記念国際交換講座）
「原著に学ぶ：フランス皮膚科学の古典」と編集担当者
左上：左からDrs. Martine Bagot, Louis Dubertret (Paris), 左下：左から
Drs. Marek Haftek, Jean-Francois Nicolas, Jean Kanitakis (Lyon)，右上：左
から岩月啓氏，荒田次郎，大熊　登，濱田利久先生
257
著に学ぶ：フランス皮膚科学の古典」を総会に合わせ
て刊行し，CD版を配布しました．
　さらに百周年関連事業として岡山大学皮膚科の変遷
をビデオ映像に編集し，総会の会頭講演，会員懇親会，
ラウンジでも上映しました．教室の歴史についてはパ
ネルをイベントホールまでの通路に特別展示しました．
徹底した岡山色でおもてなし
　皮膚科学会総会は横浜と京都の交互開催となり，主
催大学が地元色を出すのはかなり難しかったですが，
青山事務局長の粘り強い交渉により，ポスター会場（岡
山地ビールと食べ歩きコーナー）で独歩ビール，蒜山
焼きそば，じゃこ天を出させていただくことができま
した．さらに会員懇親会でも，津山ホルモンうどん，
えびめし，桃太郎トマトゼリー，白桃ゼリー，ままか
り，岡山発祥の地酒雄町，白桃のリキュールでおもて
なしができました．恒例のスイーツ＆ドリンクサービ
スにも京都銘菓に加え，総会オリジナルきびだんごや
チロルチョコを提供でき，忙しいプログラムの合間に
お楽しみいただきました．
　コングレスバックは日本のジーンズ生産の発祥地，
倉敷児島からデニム素材が採用されました．さらに皮
膚科女医の意見を取り入れたドクタージーンズを共同
制作し，当日はブースを設け，70本近く売れました．
青山事務局長の仕掛けが見事に成功し，メディアにも
注目されました．地元企業とのタイアップで，皮膚科
医師に留まらず，新たな展開をみせています．
　会頭の夢を叶えて下さった青山裕美事務局長，山﨑
修実行委員長と教室員､ 同門，関連病院の皆様に心か
ら感謝申し上げます．
岡山大学皮膚科学教室百周年記念展示
総会オリジナルきびだんご
　
ドクタージーンズ
